
（株）重松製作所 HP から  
出典：環境省「微小粒子状物質(PM2.5)に関する情報」 

タバコの煙の粒子はかなり小さい微小粒子だという事はすでに紹介しましたね。その直径は下図の

ように髪の毛の１/１０００しかない０．１～０．５μｍです。このような粒子

径が２．５μｍ以下の粒子はＰＭ２．５と呼ばれ人体の健康に悪影響を

与えるとされています。 

そんな粒子を吸い込んでしまうと、左図のように直径が１０μｍ以上

の粒子は上部気道で止まってしまいますが、タバコの煙はＰＭ２．５以

下なので呼吸器の奥深くまで届きます。そして様々な有害物質を含ん

だタバコの粒子が肺の奥に沈着するのです。自分の肺がそんな状況

になるなんて想像するだけで恐ろしくなりませんか。 

 

肺に沈着したタバコの粒子は、肺機能に負担をか

けない訳がありません。肺がんをはじめ様々な肺の

病気の原因となります。じつは、肺がんはがん全体

の中でも最も死亡率が高いのですが、左図のとおり

いくつかの種類があります。タバコは肺の中まで入り

込み悪影響を与える事がわかります。 

 

小さいタバコの粒子は、肺の大敵なのです。目に

見えないだけに見過ごされがちですが、吸い込めば

肺の奥まで届いてしまう事を忘れないでください。 
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TORnex HP ニュースサイトから 

日経 Gooday 医療・予防サイトから 


